
随意契約結果及び契約の内容

業    務    の    名    称

業      務      概      要

契  約  担  当  官  等  の
氏  名  並  び  に  そ  の
所  属  す  る  部  局  の
名  称  及  び  所  在  地

契    約    年    月    日

契    約    業    者    名

契  約  業  者  の  住  所

契      約      金      額

予      定      価      格

随意契約によることとした理由

業      務      場      所

業      種      区      分

履   行   期   間  （ 自 ）

履   行   期   間  （ 至 ）

備                      考

令和元年度　美和ダム下流域浸水想定図検討業務

分任支出負担行為担当官天竜川ダム統合管理事務所長  安田　幸男

長野県上伊那郡中川村大草６８８４番の１９

令和　元年　９月１１日

いであ（株）名古屋支店

愛知県名古屋市港区入船１－７－１５

２２,０００,０００ 円（税込み）

２２,０００,０００ 円（税込み）

〈簡易公募型プロポーザル方式（拡大）〉　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本業務は、「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）H27年7月」　及
び「浸水想定（洪水、内水）の作成等のための想定最大外力の設定手法　H27
年7月」に基づき、作成された過年度の検討結果を基に、美和ダムが異常洪水
時防災操作（ただし書き操作）等の放流を実施した場合の下流河川の浸水想定
、被害想定等をとりまとめるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　
　また、放流警報区間内において浸水の恐れがある警報施設の耐水化及び移設
の必要性について検討を行う他、警報局の音達範囲の確認、放流警報区間内の
基準水位観測所についてダム操作による水位低下効果の算出方法を構築するも
のである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記業者は企画提案書の提出があった４者のうち企業及び配置予定管理技術者
の実績・信頼度、業務の実施方針・実施体制、特定テーマに対する提案、ヒア
リング結果について、総合的に評価を行った結果、求める業務内容等に合致し
、最も優れていることから特定したものである。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
適用法令：会計法第２９条の３第４項　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　予算及び会計令第１０２条の４第３号

土木関係建設コンサルタント業務

令和　元年　９月１２日

令和　２年　２月２８日



令和元年度 美和ダム下流域浸水想定図検討業務　　　　　　　　　　　　技術点評価結果プロポーザル方式  

参考

5 4 2 - 11 5 5 10 4 24 1 9 10 1 4 5 2 48 50 65 － 100

1 （株）建設技術研究所 5 4 2 - 11 5 5 8 - 18 1 9 10 1 4 5 2 36 38 53 － 82

2 いであ（株） 5 4 2 - 11 5 5 7 4 21 1 9 10 1 4 5 2 42 44 59 － 91 ○

3
三井共同建設コンサルタ
ント(株)

5 4 2 - 11 5 5 10 - 20 1 6 7 1 2 3 2 30 32 42 － 73

4
(株)東京建設コンサルタ
ント

5 4 2 - 11 5 5 7 4 21 1 9 10 1 4 5 2 30 32 47 － 79

特定小計 総合計

加点要素

小計

業務実施体制

基本要素

業務コストの
妥　 当    性

番号
資格 業務実績

技術者信頼
度

(優良表彰の有無)

基本事項（企業）

称号又は名称

基本事項（技術者）

事故及び不
誠実な行為

企業信頼度
(優良表彰の有無)

業務成績

小計

業務成績 基本要素 加点要素

実施方針

企画提案書

業務実績

小計 小計

企画提案書

特定テーマ

基本要素 加点要素

企画提案書
合　　　　 計

企画提案書


	TCZAPRT
	（公表用）R1美和ダム下流域浸水想定図検討業務　

